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1.仕 事 の しき た り観
こ こで は,仕 事 のし きた り観に性,年 齢,学
歴,住 居形態,職 業,西 陣関係 とい った対象者
の属性が どのよ うにかかわ ってい るか をみ る。
西陣織 は,伝 統 とい う歴史の流れ と,地 域の
社会的分業 とい う拡が りに よって 存在 してい
る。文化 としての仕事 の しきた りや きま りは,
こういった西陣織 の性格 にかかわ る側面 と,他
方,京 都 とい う地域性 にかか わ る側面 によって
形成 され る。古 くかつ地域的 に限定 され た産業
ほ ど,仕 事 の しきた りや きま りが強 い といえ る
か もしれない し,ま たあま り強 い しきた りや き
ま りは,そ の仕事 への新規加入 を妨 げ る要因 に
な るか もしれな い。
まず,問 のワ,_...ディングについて考 えてお き
たい。「西陣 には,仕事 に関係 した昔 か らの しき
た りや,き ま りな どが根強 く残 ってい ると感 じ
ることが あ りますか」のなかの,残 ってい る事
実(観 察 者 によって,そ の事実 の有無,あ り方
は様 々であ る)と その事実を どの ように感 じる
か は,実態 と意 識 とい う異 なった次元 に属す る。
しか し,回 答者 は,普 通,形 の有無 を問わずな
ん らかの きま りや しきた りの 一部 あ るいは そ
れか ら構成 され る全体 を念 頭に浮 べて,そ れに
対す る自分 の感 じ方 を答 える。回答者 によって
は,昔 か らのし きた りや きま りその ものが今は
ない と認識す るし,ま た今の し きた りや きま り
が昔 からの ものか どうか分か らない。 しか し,
それ にして も現実 の生活者は,か れの地 域社会
や職業 のなか で,文 化 としての なん らか のしき
た りや きま りを受容 しつつ,ま た それ らに拘束
され つつ 日々暮 らしてい る。
問 いは意識 を問 うてい る ものではあ るが,そ
の意識 は実態 の反 映で もある。 したが って,こ
こでは実態 と意識 とをことさら区別す ることは
せず考 えてい きたい。
きまりやしきた りに対する感 じ方に影響する
要因は個人的要因,社 会的要因などさまぎまま
であろ うが,こ こでは主として住民個人にかか
わる要 因を中心に分 析する。 具体的には,性
別,学 歴,家 族構成,住宅の種類,居 住年数,
職業,収 入である。
(1)仕事 の しきた りやきま り
まず,人 びとがどの程度 「仕事に関係した昔
からのしきた りや きまりが根強 く残 っていると
感 じているか」を概括的にみておこう。
図～駈1の よ うに,感 じ方 の 程度 の比率 は,
「普通」が最 も高 く約32%,そ して 「感 じる」
約28%,「あま り感 じない」約19%,「非 常 に強
く感 じる」12%,「まった く感 じない」約4%
の順で低 くな ってい る。普 通を別 にすれば,感
じるとす る者約40%,反対 に感 じない とす る者
約24%であ り,感 じる者 は感 じない 者 の約1.7
倍 にな って いる。 また,非 常 に強 く感 じる者 は
まった く感 じない者 の約3倍 にな ってい る。 こ
の数字 を早 速説明 したいけれ ど も,こ うした仕
事上 のし きた りや きま りに対 す る感 じ方 に,伝
統産業 としての西陣 あるい は地域 社会 と しての
西陣 にかか わ る特長が あるか否か につい て,他
:1
地域,他産業 との比較ができるまで今少し結論
を留保したい。
ただ,一般的にいえることは,伝統産業は現
在に至 るなかで余程根本的 な変革が ないかぎ
り,その一つの文化であるしきた りやきま りは
固定化,パ タン化して きているといえよう。そ
の意味では,西陣は独自の労働慣行,商慣行を
もっているといえる。 もちろん,歴 史という時
代的な要因だけでなく,社会的分業 システムと
いう経済的な要因によって も,仕事のしきた り
や きまりが規定されていよう。
それでは,つ ぎにしきた り観を,性別,年 齢
別,学 歴別,住 居形態別,職 業別,西 陣関係の
有無別にそれぞれみておこう。
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年齢別にみると,図W-3の ように,40歳代
および60歳代が感じるで上位1,2位を占めて,
感 じないで最下位1,2位を占めている。この年
齢層は感 じるという一方 のみに片寄 っている
が,20歳代は感 じると感 じないがほぼ同率であ
り,両極に分離している。70歳以上の高齢者の
感 じないとする比率が高いのはかれらの職業生
活からの離脱 に帰因している。それにしても,
50歳代が40,60歳代と連続性がないのは不思議
である。
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性別 の感 じ方 の 相違 は,図 顎一2のよ うに ほ
とん どないが,「感 じる」 と答 えた者 は,男 が
相対 的に高 い。 これは,問 の 「仕事 に関係 した
昔 か らの しきた りや,き ま り… …」 とい う内容
にあ る程度 かか わ って いよ うが,そ れ に して
も,男 女 間の差 は少 ない。
図靼一3年 齢別しきたり観
感じる(非常にを含む)
学歴別にみ ると,図 粗一4の よ うに,「感 じる」
は短大 ・専門学校卒 に 高 く,「感 じない」 は 大
学 ・旧制高校卒 に高 い。普通 は中学 ・旧制高小
卒 が最 も高 い。
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図Vd-5 住居形態別しきたり観
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住居形態別 に み ると,図W-5の よ う に,感
じるは持家 に高 く,民 間借家 に低い。 また,感
じない とす る者 に両者 の割合 の差はない。公団
は,感 じない とす る者 が 他 よ り圧倒的 に高 い
が,感 じるとす る者 も高 い。
職業別 に み ると,図W-6の ように,感 じる
は,サ ー ビス職 の49%,管理職の47%,販売 の
44%の割合が高 い。逆 に,感 じないは,技 術 ・
…技能職 の43%,専門職の37%,事務職 の33%が
高 い。すなわち,仕 事の しきた りや きま りを感
じるのは,直 接,人 や人間関係にかかわる職業
で高 く,反 対 に感 じないのは,も のや ものの利
用 にかかわ る職業 で高 い。
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図W-6職 業別 仕 事 の しき た り観
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る。学歴別では,大学卒は感 じないが高い。住
宅形態別では,持家は感じるが高 く,公団は感
じないが高い。職業別では,サ^.ビス,管理職
は感 じるが高 く,技能 ・技術職は感 じないが高
い。西陣関係別 では,西陣関係 は感 じるが高
く,非西陣は感 じないとする者の割合が高い。
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西陣関係の有無別
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西陣関係の有無別 に みると,図W-7のよう
に,西陣関係者 は感じるが45%であり,感じな
いは18%に過 ぎない。非西陣関係者の感 じるが
37%,感じないが26%と比較するとき,西陣の
伝統 に規定された性格がみられるであろ う。
以上,要 約す るとつぎのようである。
まず,性 別では男のほうがしきた りやきまり
を感 じる割合が高い。仕事に関係したしきた り
やきまりの感じ方を問うているので,男 の9割
の有職率,女 の6割 の有職率を反映した回答 に
なっている。年齢別では40代と60代に感 じる者
の割合が高 くなっている。40代では管理職の多
さ,60代の生産工程従事者の多さに帰せられる
であろう。ただ,生 産工程従事者がそのまま感
じる割合が高いというわけではなく,60代とい
う年齢に限定された仕事内容に規定 されていよ
う。20代両極型,50代は感 じるが低 くなってい
まず,仕事に関係した者からのしきた りやき
まりをどのようなばあいに感 じるかを概括的に
みておこう。
図1'仕 事のしきたりを感じる状況
図i・ の よ うに,感 じる状況は 「取 引関係」
が最 も高 く37%,「同業仲 聞」30%,「同 じ職場
の中」23%,「その他」17%の順 にな って い る。
性別 にみ ると,図陬一9のよ うに,男 は同業仲
間や取引関係 で,女 は同 じ職場 の中 とな ってい
るが,こ れは男 女によ る職業構成 の違 いによっ
てい る。
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年齢別 に み ると,図 孤一10のように,20代 は
取引関係 で,30代は同業仲間 で,40代と50代は
取引関係 で,60代と70代は同 じ職場の中 となっ
てい る。 このこ とは,そ れ ぞれの年齢 階級 に対
応 した職業,職 種,従 業上の地位な どに帰因す
るものであろ う。
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図Vli-10年齢別しきたりを感じる状況
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学歴別にみれば,図W-11のように,低学歴
が同じ職場や同業仲間で,高学歴が取引関係 と
なっている。
住宅形態別 では,図 ㎎一12のように,持家が
取引関係や同業仲間で,民 問借家は同じ職場の
中や取引関係で,公 団住宅は同じ職場の中が極
端に低 く,同業仲間やその他でそれぞれ高い割
合を占めてい る。
職業別 では,図顎一13のように,事務職 と運
輸 ・生産工程に同 じ職場の中の割合が高い。こ
れは事務,生 産工程 という空間的に規定された
場所 での就労の 形態 からきている。サービス
職,技 術 ・技能職,管理職に同業仲間の割合が
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同じ職場の中
高い。運輸 ・生産工程,技術 ・技能職,管 理職
に取引関係の割合が高い。専門職にその他の割
合が高い。要するに,職業および職業内の地位
と役割によって規定 される職業活動の空闘的範
囲,あ るいはプロフェッション性といった職業
活動の内容などが,し きた りを感 じる状況に影
響を及ぼしている。
西陣関係の有無別 では,図恥14の ように,
西陣関係者は取引関係が極めて高い割合ででて
いる。これは,西陣の正に西陣たる所以である
社会的分業システムから帰因するものである。
(星 明)
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図V旺一12住宅形態別 しきたりを感じる状況
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図Vli-14西陣関係の有無別しきたりを感じる状況
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